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ご本尊が祀られている

立派な祭壇の前に安置してもらい

少人数のお葬式ながら

悔いのないとてもよいお葬式で

父を見送ることができました

葬儀社への費用が適切に収まり

ご本尊に本心から

お布施ができました

今後も父の供養を不安なく

営むことができます

父も仏様のそばで

安心してくれていると思っています。


